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屈
報

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム

お

茶

教

室

人
形
な
ど
二
十
一
サ

1
ク
戸
に
よ
っ
て
週
一

l

二
回
教
室
が
ひ
ら
か
れ
、
三
百
人
余
り
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
お
茶
教
室
に
は
二
十
五
人
の
会

員
が
い
ま
す
が
、
さ
る

U
日
同
ホ
1
ム
で
「
初

が
ま
の
つ
ど
い
」
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
お
正
月

ら
し
く
和
服
姿
で
出
席
す
る
人
が
多
く
、
日
ご

ろ
学
ん
だ
お
手
前
を
披
露
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

の

グ
初
が
ま
の
つ
ど
い
ρ

勤
労
青
少
年
ホ

1
ム
で
は
、
働
く
青
少
年
の

教
養
の
場
と
し
て
、
趣
味
を
生
か
し
た
サ

1
ク

N
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
斜
盟
、

生
花
、
ギ
タ
l
、
碁
、
英
会
話
、
お
茶
、
日
本

写真=青少年ホームで初茶(大福茶)

を楽しむ会員
(計〉
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悶
悶
悶
悶
悶
問

問
闘
闘
幽

悶
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g
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初
出
年
度
は
七
千
四
百
万
円
の
事
業
費
で
着
工

収
な
ら
び
に
一
部
着
工
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

道
路
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
農
林

省
が
施
行
す
る
区
間
と
、
建
設
省
が
施

行
す
る
区
間
(
県
道
利
用
が
原
則
)
が

あ
り
ま
す
。

新
川
ス
ー
パ
ー
農
道
全
体
の
道
路
延

長
を
事
業
計
画
別
に
み
ま
す
と
、
農
林

省
関
係
が
道
路
新
設
二
十
・
七
潟
、
同

改
良
五
十
五
減
、
建
設
省
関
係
が
道
路

滑
川
市
栗
山
か
ら
朝
日
町
道
下
に
至
る
延
長
三
十
一
践
の
新
川
広

域
営
農
団
地
農
道
(
ス
ー
パ
ー
農
道
)
が
、
い
よ
い
よ
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
釘
年
度
は
七
千
四
百
万
円
の
予
算
で
、
上
野

地
内
か
ら
用
地
買
収
と
一
部
工
事
が
着
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

延
長
三
十
一
キ
ロ

の
大
幹
線
農
道

づお

農
業
の
近
代
化
を
す
す
め
る
た
め
に

は
、
乙
れ
に
即
応
し
た
農
道
の
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
国
で

は
、
必
年
度
か
ら
広
域
農
道
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
、
滑

川
市
|
婦
中
町
を
結
ぶ
「
富
山
中
部
ス

ー
パ
ー
農
道
」
、
福
野

l
井
波
な
ど
を

結
ぶ
「
南
砺
循
環
ス
ー
パ
ー
農
道
」
が

建
設
中
で
す
。

新
川
地
区
を
走
っ
て
い
る
道
路
は
、

現
在
国
道
八
号
線
や
県
道
入
善
魚
津
線

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
は
、
高
速

自
動
車
道
の
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
も
な
お
輸

送
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

生
鮮
野
菜
、
牛
乳
、
鶏
卵
、
果
物
な

ど
を
富
山
、
高
岡
方
面
へ
輸
送
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
山
手
地
帯
へ
こ
れ
か

ら
導
入
さ
れ
る
工
業
原
料
、
生
産
品
の

輸
送
を
考
え
る
と
き
、
新
川
ス
ー
パ
ー

農
道
の
建
設
が
絶
対
必
要
に
な
っ
て
き

う報広M3種郵便物認可

ま
し
た
。

新
川
ス
ー
パ
ー
農
道
は
、
釘
年
度
に

お
い
て
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
新

規
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
滑
川
市
栗
山

を
起
点
と
し
、
新
川
地
方
の
山
手
を
通

り
、
朝
日
町
道
下
地
内
か
ら

国
道
八
号
線
に
接
続
す
る
大

幹
線
農
道
で
す
。

道
路
延
長
は
三
了
一
銭
、

幅
員
九
・
五
抗
、
両
端
各
一

・
五

M
を
残
し
、
ア
ス
フ
7

Y
ト
舗
装
す
る
道
路
で
、
総

工
事
費
は
四
十
二
億
五
千
万

円
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
特

来
は
、
中
部
ス
ー
パ
ー
農
道

と
接
続
さ
れ
ま
す
。

上

野

地

内

か

ら

着

工

乙
の
道
路
は
、
魚
津
市
側

か
ら
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
、

釘
年
度
は
、

事
業
費
七
千
四

百
五
十
五
万
円
で
、
上
野
地

内
(
上
中
島
)
か
ら
用
地
買

改
良
四
・
九
時
仰
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
農
林
省
関
係
で
、
釘
ー
-

m年
度
分
の
事
業
計
画
と
し
て
、
県
道

堀
江
魚
津
線
か
ら
本
町
三
日
市
線
ま
で

延
長
十
・
八
路
の
改
良
に
八
億
九
千
七

百
万
円
が
京
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
路
線
は
、
大
体
上
図
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

月
形
橋

t
大
海
寺
新
に
至
る
区
聞
が

ほ
ぼ
法
線
測
量
が
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
石
垣
新
l
青
柳
聞
な
ど
は
未
決
定

で
、
こ
れ
か
ら
協
議
す
る
区
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ー
委
節
の
話
題
|

グ
福
は
内
、
鬼
は
外
d

節
分
(
せ
っ
ぷ
ん
)
と
い
う
の
は

季
節
の
変
り
目
の
こ
と
で
、
む
か
し

は
、
春
夏
秋
冬
ご
と
に
乙
の
日
を
祝

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
寒
三
十
日
が

終
わ
っ
て
、
冬
か
ら
春
に
は
い
る
、

立
春
の
前
日
は
一
年
の
終
り
に
も
当

る
と
い
う
の
で
、
と
く
に
重
ん
じ
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
も
と
は
中
国

の
邪
気
は
ら
い
の
行
事
で
、
わ
が
国

に
は
、
室
町
時
代
に
伝
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

節
分
の
夜
は
、
大
き
な
声
で
「
福

は
内
、
鬼
は
外
」
と
ど
な
り
な
が
ら

豆
を
ま
く
の
を
「
鬼
や
ら
い
」
と
い

い
ま
す
。
つ
ま
り
悪
魔
の
鬼
を
追
い

払
う
た
め
に
す
る
行
事
で
、
そ
の
豆

を
「
年
の
豆
」
と
か
「
鬼
打
豆
」
と

い
い
、
そ
の
行
事
を
す
る
人
を
「
年

男
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

魚
津
歩
乙
う
会
で

は
、
乙
と
し
の
日
程
を

次
の
よ
う
に
き
め
ま
し

た
。
体
力
づ
く
り
に
彼

立
て
る
た
め
、
ぜ
ひ
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

ふ&:3uω議込・d-会;
縫3時務総務議議議議議議議議議議;

口
2
月
4
日

大
島
キ
ャ
ン
プ
場

村
木
小
学
校
前
午
前

9
時
出
発
l
道
下
|

経
団
|
大
島
海
岸

l

石
田
と
歩
き
、
石
田

か
ら
電
車
で
帰
り
ま
す
。
参
加
者

は
、
午
前

8
時
日
分
ま
で
村
木
小

学
校
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ロ3
月
4
日

月

形

橋

電
鉄
魚
津
駅
午
前

9
時
出
発
|
川

縁
|
月
形
橋
|
日
カ
早
月
工
場
|

三
ケ
|
電
鉄
魚
津
駅

口
4
月
1
日
大
谷
、
開
木

電
鉄
魚
津
駅
午
前

8
時
加
分
出
発

!
大
谷
|
開
木
l
湯
上
(
パ
ス
で

帰
る
)

口
5
月
日
目
黒
沢
、
東
城

，

電
鉄
魚
津
駅
午
前

8
時
出
発
(
バ

ス
)
1黒
沢
|
奥
東
城

l
東
城
口

(
バ
ス
で
帰
る
)

口
6
月
3
日
松
倉
城
祉

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
加
分
出
発

(
パ
ス

)
l坪
野

l
池
谷

l
松
倉

城
世

l
鹿
熊
(
バ
ス
で
帰
る
)

ロ7
月
1
日
片
貝
第
四
発
電
所

電
鉄
魚
津
駅
午
前

8
時
出
発
(
バ
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市
役
所
の
市
民
相
談
室
は
、
市
政
の

窓
口
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

陳
情
や
夢
.望
、
苦
情
な
ど
受
付
け
る
い

っ
ぽ
う
、
日
常
生
活
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
室
が
、
釘
年
中
に
取
段
っ

た
件
数
は
、

陳
情
書
百
九
件
、
市
民
相

談
百
四
十
九
件
で
、
あ
わ
せ
て
二
百
五

十
八
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
や
は
り
道

路
の
改
良
舗
装
が
ト
ッ
プ
で
、
つ
い
で

用
排
水
路
や
河
川
の
改
修
、
助
成
金
の

交
付
申
請
、
老
人
医
療
費
、
生
活
保
護

な
ど
の
福
祉
問
題
、
そ
の
ほ
か
公
害
問

題
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
家
庭
問
題
も

多
く
あ
り
、
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
相

談
が
も
ち
こ
ま
れ
ま
し
た
。

受
付
け
し
た
も
の
を
区
分
し
て
み
ま

す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

苦
情
や
陳
情
、258 

件

づおう報広48. 2. 1 

相
談
な
ど

受

付

け

こ
の
ほ
か
、
7
月
か
ら
「
市
民
と
市

長
が
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

五
十
四
区
を
対
象
に

、
十
四
回
実
施

し
、
あ
わ
せ
て
三
百
五
十
に
の
ぼ
る
質

問
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

参
集
の
べ

人
員
や
く
五
百
名
で
し
た
u

-
道
路
の
舗
装
お
よ
び
改
良

・
用
排
水
路
、
河
川
の
改
修

・
助
成
金
交
付
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
問
題

・
公
害

(騒
音
)
問
題

.
用
地
の
斡
旋

・
敷
地
の
境
界
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

.
上
・
下
・

簡
易
水
道
問
題

・
ご
み
、
し
尿
の
処
理

・
家
庭
の
財
産
問
題

・
資
金
の
借
入
れ
お
よ
び
返
済 一

室

一

一
談

一

…
相

一

一
民

一

一
市

一六六七七七八九 O二八九七
件件件件件件件件件件件件

-
一
戸
籍
問
題

・
交
通
事
故
問
題

・
借
地
権
に
つ
い
て

・
交
通
問
題

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

.
建
築
の
基
準
に
つ
い
て

・
体
育
館
、
プ
l

N
な
ど
建
設

.
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
税
金
問
題

・
側
溝
の
通
水
に
つ
い
て

.
契
約
の
不
履
行
問
題

・
住
居
表
示
に
つ
い
て

・
住
宅
の
斡
旋
に
つ
い
て

.
駐
車
場
設
置
に
つ
い
て

.
土
地
の
売
買
問
題

・
窓
口
事
務
に
つ
い
て

・
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除

.
離
婚
問
題

・
社
会
教
育
問
題

・
市
道
の
界
格
に
つ
い
て

.
公
共
建
物
の
払
下
げ

・
林
道
の
新
設
お
よ
び
改
良

.
農
免
道
路
な
ど
の
新
設

.
地
す
べ
り
対
策

・
そ
の
他

3，800万円が灰に

47年中におきた火災状況をみま
すと、火災件数が21件で、前年よ
り3件多くなっています。損害見
積額が3.799万円で、前年より1.1
68万円少なくなっています。
また、出火原因をみますと、風

呂場の火の不始末3件、火遊び3
件、煙突の過熱3件、取灰の不始
末2件、石油スト{プ2件などと

なっていますo

お互いに火のもとには十分注意

しましょう。

昨年1年間に救急車が出動した

のは、 前年より18回多い348回出
動しており、ほとんど毎日1回の
割合でピーポー音が鳴っているこ

とになりますo

救急車の事故別出動をみます

と、交通事故がもっとも多く151
回で170人も運んでいます。つい
で急病人106回、ー一般負傷46回、
労災事故24回、水難9回、運動競
技事故2固などとなっていますo

47年の火災状況

救急車の出動

交通事故が43%

七二 二 二二二二二 二二二 二三三三 三 三四四四五五五五六
件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件

l
i
l
-
-

U
年
中
の
人
口
動
態

A

二

一

を
ま
と
め
て
み

ま
す

正
一

一

と
、
ま
ず
出
生
は
九
百

出

鵬

五
十

一
人

員

四

百
四

ご
A

口
十
八
人
、
女
五
百
三
人

カ

以

)

で

、

前
年
よ
り
四
十

人

附

六

人

ふ
え
て
い
ま
す
。

1

i

m

い
っ
ぽ
う
死
亡
は
三
百

.

-

a

4

 

vhυ

一

五
十
九
人

(
男
二
百
七

Qυ

一

人
、
女
百
五
十
二
人
)

I

l

-

-

一

で
、
前
年
よ
り
四
十
七

人
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
転
入
者
は
一
千
五
百
九

十
九
人
、
転
出
者
が
二
千
四
十

一
人

で、

転
出
者
が
四
百
四
十
二
人
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
届
け
出
さ
れ
た
婚
姻
は
四
百
七

十
七
件
ハ
前
年
比
十

一
人
減
)、

離
婚

四
十
四
件
(
前
年
比
四
人
減
)
あ
り
ま

し
た
。四
月
末
に
お
け
る
人
口
は
四
万
七
千

五
百
七
十
四
人

(
男
二
万
二
千
七
百
八

十

一
人
、
女
二
万
四
千
七
百
九
十
三
人

)
世
帯
数
は

一
万

一
千
九
百
十
五
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

海難救助

ス
)

|
東
蔵
l
第
四
発
電
所
l
東

蔵

(
パ
ス
で
帰
る
)

ロ
8
月
5
日
坪
野
六
百
峠

電
鉄
魚
津
駅
午
前

8
時
加
分
出
発

(
パ
ス

)
l坪
野

l
六
百
峠
l
坪

野
(
パ
ス
で
帰
る
)

口
9
月
日
日

t
m日
下
の
著
温
泉

一
泊
歩
こ
う
会
で
、
魚
津
(
汽
車

〉

l
八
尾

l
室
牧
l
下
の
著

l
八

尾
の
コ

l
ス

ロ
叩
月
U
日

称

名

滝

市
民
会
館
前
を
午
前

8
時
初
分
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
、
称
名
滝
付

近
や
く
八
肢
を
歩
き
ま
す
。

ロ
ロ
月

4
日

天

神

山

市
民
会
鐙
別
午
前

8
時
加
分
出
発

|
吉
島
!
天
神
山
|
横
枕

(バ
ス

で
帰
る
)

- 3ー

ロ
ロ
月
2
日

総

合

体
力
ス
テ
ト
、
反
省
会
を
実
施
。

雄山丸17回出動

雄山丸は、 海難救助にあたって

いますが、 47年中に出動したのは
17回で、 前年より13回少なくなっ
ています。そして救助した船のト

ン数は307トンで、 49人を救助し
ています。市町村別にみますと、

魚津がいちばん多く11回、ついで
朝日3回、滑川、 黒部、入善が各
1固となっております。
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44
月
か
ら
開
園

西
布
施
保
育
園
舎
で
き
る

づ

こ
の
た
び
西
布
施
保
育
園
が
小
川
寺

地
内
に
完
成
し
、

4
月
か
ら
開
園
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
協
西
布
施

支
所
付
近
の
一
千
三
百
六
十
九
平
方

M

の
敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家

建
て
、
面
積
三
百
四
十
五
平
方
M
の
近

代
的
な
園
舎
が
こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
総
工
事
費
二
千
十
万
円
。

園
舎
に
は
、
保
育
室
二
、
遊
ぎ
室
、

乳
児
室
、
ほ
ふ
く
室
、
調
理
室
、
医
務

室
、
事
務
室
各
一
な
ど
が
あ
り
、

温
風

暖
房
装
置
が
そ
な
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
容
人
員
は
六
十
人
で
す
。

おろ報

写
真
日
完
成
し
た
凶
布
施
保
育
闘

広

赤
松
な
ど
摘
樹

農
業
災
害
補
償
法
施
行

ニ
+
五
周
年
記
念
に

農
業
災
害
補
償
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
二
十
五
周
年
、
市
に
移
譲
さ
れ
て
か

ら
七
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
乙

".3種郵便物廊可

れ
を
記
念
し
て
、
永
年
こ
の
仕
事
に
尽

く
さ
れ
た
次
の
六
氏
を
、
ロ
月
初
日
市

長
か
ら
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

マ
佐
伯
新
作
(
佐
伯
)
マ
関
口
昌

次
(
天
神
野
新
)

マ
宮
本
作
成
(

宮
津
)

マ
西
尾
順
之
助

(青
島
)

マ
黒
田
清

一
(黒
谷
)

マ
相
馬
庄

八
(
柑
の
木
)

乙
の
ほ
か
記
念
行
事
と
し
て
、
市
役

所
前
公
園
に
赤
松

一
本
、
貝
塚
伊
吹
二

十
二
本
、
平
戸
つ
つ
じ
十
本
、
五
月
つ

つ
じ
十
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

(写
真
は
市
役
所
前
公
園
に
植
え
ら

れ
た
赤
松
)

春
の
出
漁
を
前
に
、
大

漁
と
航
海
安
全
を
願
っ
て

祈
願
祭
が
、
魚
津
市
出
漁

団
結
成
二
十
周
年
に
あ
わ

せ、

1
月
初
日
市
民
会
館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
団

員
と
家
族
や
く
四
百
人
が

集
ま
り
、
神
事
の
あ
と

永
年
勤
続
の
団
員
を
表
彰

し、

清
河
市
長
な
ど
か
ら

激
励
の
と
と
ば
を
受
け
ま

し
た
c
表
彰
さ
れ
た
の
は
全
部

で
五
十
二
名
で
、
二
十
年

同

一
船
主
勤
続
者
に
は
知

事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

航海の安全と大漁を祈る
マ
知
事
感
謝
状
受
彰
者
日
先
名
茂
、
四

十
万
隆
、

美
谷
鉄
雄
、
魚
住
義
彦
、

小
路
幸
作
、
本
吉
鉄
次
郎
、
政
田
進

国
又
隆
、
角
浜
康
夫
、
青
島
義
明

写
真
H
航
海
安
全
、
大
漁
祈
願
祭

三
井
さ
ん
な
ど
表
彰

消
防
団
出
初
め
式

消
防
聞
出
初
め
式
は
、
1
月
6
日
村

木
小
学
校
庭
で
、
消
防
団
員
四
百
四
十
岨

名
と
消
防
車
十
六
台
が
参
加
し
て
行
な

川

わ
れ
ま
し
た
。
検
閲
、
点
検
な
ど
の
あ
酬

と
、
火
災
の
発
見
と
初
期
消
火
に
協
力
附

さ
れ
た
北
中
三
井
利
子
さ
ん
と
、
消
防
川

活
動
に
協
力
さ
れ
た
島
尻
小
林
政
義
さ

川

ん
に
、
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
川

ま
し
た
。

ま
た
、
優
良
団
員
と
し
て
、
松
沢
久
川

さ
ん
ほ
か
十
三
名
が
知
事
表
彰
べ
辻
新

川

一
さ
ん
ほ
か
十
三
名
に
支
部
長
表
彰
が
酬

あ

り

ま

し

た

。

酬

乙
の
あ
と
中
央
通
り
を

分
列
行
進

川

し
、
い
っ
せ
い
放
水
、
市
中
パ
レ
ー
ド
川

を
し
て
防
火
思
想
の
高
場
に
つ
と
め
ま

川

し

た

。

川

老
人
医
療
費
受
給
者

老
山

人
医
酬

証

な

ど

お

持

ち

を

療
費

一

支
給
制
度
に
よ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関

川

な
ど
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

川

必
ず
次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
証
ま
た
は
組
合
員
証

剛

①
老
人
医
療
費
受
給
者
証
ま
た
は
医

川

療
費
資
wm証
(
市
で
交
付
し
た
も

酬

の
)

①
請
求
書

(
市
で
交
付
し
た
も
の
)

l山

抽頑隈l立 健民園庫 島申資田 由甫月川2 

，農税息、 産 税

すfで目t期骨園 税期骨田

予
防

乙
と
し
の

4
月、

小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
種
痘
を
次
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す
D

校

下

接

種

判

定

場

所

2
月

2
月

道

下

臼

日

目

日

小

学

校

経
回

目

日

目

日

小

学
校

西

布

施

臼

日

目

日

小

学

校

古
島

問

日

勾

日

小

学

校

大

町

四

日

沼

田

小

学

校

上

野

万

初

日

お

日

小

学

校

村

木

初

日

お

日

小

学

校

片
貝

初

日

お

日

小

学
校

内

S
日付

一

本

江

羽

田

1
日

小

学

校

白

倉

初

日

1
日

小

学

校

上
中
島
釘
日

2
日

小

学

校

松

倉

釘

日

2
日

小

学

校

住

吉

釘

日

2
日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後

1
時
i
2時

種

痘

-4-

幼
児
検
診
を

次
の
よ
う
に
行

な
い
ま
す
。
該
当
者
は
、
保
育
園
、

幼
稚
園
児
を
除
く
満
二
歳
、
四
歳、

五
歳
児
で
す。

校

下

検

診

日

場

所

う
'
・
同

nMm日
'
m

福

祉

会

館

お

日

魚

津

公

民

館

3-n 
1
日

吉
島
小
学
校

幼

児

検

診

大経
町田

加
積
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最
近
、
家
族
聞
に
お

け
る
老
人
の
問
題
が
増

加
し
て
い
る
理
由
は
、

親
の
扶
養
に
関
す
る

社
会
の
考
え
方
が
変
わ

っ
で
き
ま
し
た
。
昔
の

よ
う
に
長
男
だ
け
が
責

任
を
持
つ
と
い
う
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
こ

と、

結
婚
す
れ
ば
親
も

と
か
ら
別
居
す
る
、

い
わ
ゆ
る
核
家
族
他
が

す
す
み
、
親
夫
婦
、
子

夫
婦
の
生
活
上
の
結
び

つ
き
が
希
薄
佑
し
た
こ

と
、
平
均
寿
命
が
延
び
た

こ
と
に
よ

り
、
老
齢
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

一
般
に
、
人
は
老
い
ま
す
と
、
身
体

的
に
は
活
動
力
、
回
復
力
が
お
と
ろ
え

神
経
痛
や
高
血
圧
な
ど
の
疾
患
が
現
わ

三開通蛙毛主後重量盤監l言

可Sおう報広

付竹村付制

技

打

ち

運

動

48.-2. 1 

戦
後
に
造
林
し
た
ス
ギ
は
、
い
ま
が

良
質
材
生
産
の
た
め
の
技
打
ち
適
期
で

す
。
い
ま
、
十
wl
当
り
の
技
打
ち
材
と

普
通
仕
立
の
材
を
く
ら
べ
て
み
ま
す
と

三
十
五
年
生
で
技
打
ち
を
し
な
い
材
は

三
十
一
万
円
、
技
打
ち
材
は
百
三
十
四

万
円
に
な
り
ま
す
。

技
打
ち
に
は
労
賃
が
十
万
円
程
度
余

計
に
か
か
り
ま
す
が
、
差
引
き
し
て
も

四
倍
の
高
値
に
売
れ
ま
す
。

無
節
の
柱
材
を
つ
く
る
コ
ツ
は
、

常

に
幹
の
直
径
八
時
一
y
Mの
と
こ
ろ
に
枝
を

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
と
き
に
は
歩
行

や
入
浴
と
い
っ
た
日
常
生
活
も
不
自
由

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心

理
的
に
は
、
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ

た
り
、
が
ん
こ
に
な
っ
た
り
、
気
が
短

く
な
っ
た
り
し
が
ち
で
す
。

老
人
問
題
に
は
、
扶
養
料
の
請
求
な

ど
と
い
っ
た
、
表
面
に
現
わ
れ
た
問
題

を
処
理
し
た
だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解

決
と
な
ら
な
い
む
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま

す。
家
庭
裁
判
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭

内
の
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
r

の
福
祉
に
関
し
て
も
、
重
要
な
役
割
を

に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
と
の
折
合
い

が
悪
く
て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
老
人
の

方
、
老
人
の
あ
っ
か
い
な
ど
に
お
困
り

な
ど
は
、
紛
争
が
乙
じ
れ
な
い
う
ち
に

裁
判
所
の
家
事
相
談
を
利
用
し
て
円
満

な
解
決
を
は
か
つ
て
く
だ
さ
い
。

(
家
庭
裁
判
所
)

戦
後
造
林
し
た
ス
ギ

は
、
い
ま
が
適
期

っ
け
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
技
打
ち
の
時
期
は
、
成
長
休

止
期
が
よ
く
、
一
般
に

3
月
ご
ろ
の
樹

液
流
動
直
前
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

技
釘
ち
の
一
人
一
日
あ
た
り
の
作
業

は
、
地
上
か
ら
手
の
届
く
範
囲
が
二
百

五
十
本
、
樹
高
二

l
三
M
が
百
五
十
本

IO，!"帆 命伽断面

寄

イ寸

マ
五
万
円
H
港
町
杉
森
ち
よ
マ
一
万

一
千
百
五
十
円
H
大
海
寺
野
大
城
元
作

マ
一
万
円
H
島
尻
三
井
竹
男
マ
五
千

円
H
嶋
川
町
石
田
啓
一
マ
三
千
円
H

住
吉
山
口
め
の
り
マ
五
千
円
H
経
団

西
町
長
谷
川
助
作
マ
一
万
円
H
本
町

一
丁
目
石
崎
敏
子
マ
一
万
円
リ
村
木

町
桑
山
す
み
子

マ
五
千
円
H
黒
部
市

生
地
小
倉
睦
マ
三
万
円
H
新
角
川
二

丁
目
木
谷
武
嗣

マ
一
万
円
H
末
広
町

板
沢
武
男
マ
三
万
円
H
文
他
町
金
盛

宗
弘
マ
一
万
円
H
本
新
加
藤
武
治

マ
二
千
円
H
蛇
田
山
本
敏
雄
(
以
上
香

典
返
し
の
一
部
を
)

マ
五
千
四
百
円
H
鴨
川
町
青
木
節
三

マ
一
万
円
H
三
ヶ
田
上
金
型
マ
一
千

円
H
新
角
川
二
丁
目
白
井
基
子
マ
八

百
八
十
円
H
本
町
一
丁
目
柴
山
比
呂
美

マ
二
千
円
H
市
役
所
村
上
円
一
マ
三

ハ
シ
ゴ
利
用
が
七
十
本
程
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

1.5m 

1.5 

1.5 

1.5 

千
円
H
鴨
川
町
伊
藤
宗
明
マ
三
千
円
-

八
代
町
友
田
道
治
マ
一
千
八
十
五
円
畑

H
末
広
町
佐
藤
吉
太
郎
マ
一
万
円
H
剛

火
の
宮
町
高
岸
作
次
郎
マ
一
万
五
千
川

円
H
金

浦

町

大

島

ト

シ

ヱ

ー

歳

末

助

け

合

い

募

金

川

マ
千
四
百
七
十
一
円
H
道
下
信
用
農
協
…

マ
干
二
百
七
十
八
円
H
魚
津
馨
察
署

m

マ
千
二
百
九
十
三
円
H
田
上
金

型

マ

町

六
百
六
十
五
円
H
新
川
信
用
金
庫
マ
山

千
二
百
円
H
勝
楽
寺
マ
五
千
三
百
六
削

十
円

H
真
成
寺
マ
七
百
九
十
八
円

H
m

北
銀
魚
津
支
庖
マ
二
百
四
十
二
円

H
M

勤
労
青
少
年
ホ
1
ム
マ
三
百
六
十
五

酬

円
H
経
団
福
祉
会
館
マ
三
千
三
十
八

m

円
H
大
泉
寺
マ
七
百
五
十
六
円
H
富

剛

山
柑
互
魚
津
支
庖
マ
千
七
百
五
円
H

川

常
泉
寺
マ
五
百
四
十
五
円
H
照
善
寺

酬

マ
九
百
六
十
九
円
H
市
役
所
(
以
上
愛
仰

の
募
金
箱
)

マ
二
千
円
H
本
町
二
丁
目
稲
垣
キ
ヨ

山

マ
六
千
八
百
三
十
六
円
H
オ
1
ア
イ
工
削

業
労
働
組
合

マ

一
万
三
千
五
百
円
H

削

魚
津
ス
タ
l
レ
1
ン
善
意
の
箱

マ
二
剛

万
円
H
新
川
信
金
会
マ
一
万
円
H
魚
叫

津
神
職
会

マ
六
千
百
円
H
住
吉
小
学

山

校
職
員
、
児
童
一
同
マ
六
千
百
六
十
剛

一一円
H
ガ
l
w
ス
カ
ウ
ト
富
山
第
一
団

川

マ
五
千
円
H
加
積
校
下
青
年
団
マ
一

川

万
四
千
三
百
四
十
六
円
H
魚
津
工
業
高
川

校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
プ
マ
三
千
川

二
百
二
十
円
H
角
田
真
弓
、
五
般
真
理
川

子
、
伊
藤
隆
子
マ
一
万

一
千
七
百
八
剛

十
円
H
魚
津
地
区
同
盟
マ
三
万
二
千
剛

四
百
九
十
五
円
H
北
銀
魚
津
支
庖
北
親
酬

会
マ
四
千
二
百
十
六
円
H
市
役
所
職
叫

員

組

合

町

q
d回一司

道
下

5
日

道

下

公

民

館

村
木

6
日

青

少

年

ホ

1
ム

本
江

7
日

本

江

公

民

館

受
付
時
間
は
午
後
1
時
i
2時

該
当

盲
目
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

'
民
間
十
品
目
、

破

傷

風

、

予

防

接

種

1
t
第
一
期

H
昭
和
必
年
7
月
1
日
}
同
釘
年
6

月
初
日
ま
で
の
出
生
者
(
三
回
接
種

)
第
二
期
H
昭
和
必
年

1
月
1
日
i

同
必
年
6
月
初
日
の
出
生
一
者
で
す
。

マ
大
町
、
経
団
、
松
倉
、
村
木
校
下

H
2月
幻
日
-、‘市
民
会
館

マ
本
江
、
吉
島
、
西
布
施
校
下

H
2

月

m日
、
市
民
会
館

マ
道
下
、
上
野
方
、
上
中
島
、
片
貝

住
吉
校
下

H
2月
刊ω
目
、
市
民
会

館
マ
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
H

2
月
釘
目
、
市
民
会
館
e

受
付
時
聞
は
午
後

1
時

i
2時

〈
日
曜
日
の
当
番
医
〉

V
2
月
4
日
H
(昼
)
大
地
寺
緑
ケ
正

病
院
〈
夜
)
中
央
通
り
二
丁
目
桝
崎

医
院

v
n日
H
(昼
)
本
町
一
丁
目

船
崎
医
院
(
夜
)
島
尻
片
貝
診
療
所

V
叩
日

H
(昼
)
北
鬼
江
藤
田
医
院

(
夜
)
浜
経
由
江
幡
医
院

-V
お
日

H
(
昼
)
北
鬼
江
福
田
病
院
(
夜
)
下

村
木
町
河
内
病
院

V
3
月
4
日
H

(昼
)
吉
島
堀
井
医
院
(
夜
)
江
口

魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ユ

1
ム



48. 2. 1 

喜多

おl
し戸り

せ

匂ヨ

市
教

委
で
は

初
心
者
向
き
の
市
民
ス
キ
1
教
室
を

2

月
4
日
(
日
)
午
前
日
時
か
ら
大
谷
ス

キ
l
場
で
ひ
ら
き
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
、
市
民
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
受
講
者
の

受
付
け
は
、
当
日
午
前

9
時
加
分
か
ら

同
ス
キ
l
場
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
ス
キ
l
教
室

おう

市
教

委
で
は

市
民
ス
キ
1
大
会
を

2
月
日
日
(
日
)

午
前
日
時
か
ら
大
谷
ス
キ
l
場
で
ひ
ら

き
ま
す
。

種
目
は
、
ア
W
ペ
ン
競
技
で
、
参
加

資
格
は
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

り
ま
す
。
申
込
み
は
、
当
日
午
前

9
時

加
分
か
ら
同
会
場
で
受
付
け
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
ス
キ
!
大
会

報広M3種郵便物認可

教

育

モ

ニ

タ

ー

文
部
省
で

は
、
政
府
の

募

集

文

教
施
策
に

つ
い
て
、
国
民
の
批
判
、

意
見
、
要
望

な
ど
を
き
き
、
行
政
の
参
考
に
す
る
た

め
、
「
教
育
モ

ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
、

2
月
初
日
(
火
)

ま
で
、
富
山
市
新
総
曲
輪
一
l
l
七
、
県

教
委
総
務
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
仕
事
H
一
年
に
三
回
程
度
、
文
部
省

が
お
送
り
す
る
文
書
に
意
見
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
人
員
H
県
内
在
住
者
五
人
、
期
間
は

二
年
。

マ
資
格
H
満
二
十
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
常
勤
の
国
家
、
地
方
公
務
員

(
教
職
員
は
応
募
で
き
る
)
行
政
相

説
委
員
、
教
育
モ
ニ
タ
ー
を
し
た
人

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

F

ご

み

の

搬

入

地

下

椿
地

西
部
ご
み
焼
却
場
へ
内
に

建
設
中
の
新
川
広
域
園
事
務
組
合
西
部

じ
ん
か
い
焼
却
場
は
、

2
月
中
に
完
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
臼
と
の
焼

却
場
の
本
格
運
転
を
前
に
、
機
械
の
調

整
や
炉
内
の
乾
燥
運
転
を
は
じ
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
燃
焼
試
験
運
転
に
使
う

た
め
、
市
内
で
収
集
し
た
ご
み
は
、

1

月
下
旬
か
ら
西
部
じ
ん
か
い
焼
却
場
に

運
搬
し
焼
却
し
て
お
り
ま
す
。
乙
の
た

め
、
片
員
川
左
岸
の
西
尾
崎
地
内
の
焼

却
場
は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
で
、
ご
み
を
持
込
ま

れ
る
場
合
は
、
下
椿
地
内
の
西
部
じ
ん

か
い
焼
却
場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

環

境

週

間

の

環
境
庁
で
は

公
害
防
止
、
自

標

語

募

集

然
環
境
の
保
全

な
ど
の
意
義
に
つ
い
て
広
く
普
及
す
る

た
め
、

6
月
5
日
か
ら
一
週
間
を
環
境

週
間
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
ち
な
ん
だ
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。応
募
さ
れ
る
と
き
は
、
官
製
は
が
き

一
枚
に
一
標
語
を
書
き
、
住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
職
業
(
学
校

学
年
)
を
明
記
し
、

2
月∞
ω
日
ま
で
東

京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三

l
一
!
一

(

干

一
O
O
)
環
境
庁
広
報
室
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
入
選
一
点
、
佳
作
五
点

に
記
念
品
と
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。
入

選
発
表
は

3
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

2
月
の
交

通
事
故
相
談

は、

6
日
(
火
)
県
総
合
庁
舎
県
民
相

λ
勺
¥
九
ア
一

一
俺
は
ま
だ
す
じ
多

勢
。
一一

若
い
ん
だ

.

d
ャぷ

足
-。

そ
の
油
断
に
鳴
一
色
レ

}

↑
一

a
 

一

ゎ
J

刊し
μ

弓
v
v
v

終
ぷ

交
通
事
故
相
談

国民年金の

談
室
、
幻
日
ハ
水
)
市
役
所
第
三
会
議

室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前
日

時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
で
す
。
せ
い
ぜ

い
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
で
は

3
月
担
日
ま
で

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
採
用
人
員
は
二
等
陸
士
八
十
一

名
、
二
等
海
士
二
十
四
名
、
二
等
空
土

二
十
一
名
で
す
。

資
格
は
満
十
八
歳

i
満
二
十
四
歳
の

男
子
で
、
採
用
試
験
は
、
毎
月
上
中
旬

に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
本
町
一
丁
目
自
衛

隊
魚
津
分
駐
所
ま
た
は
市
役
所
市
民
課

へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

〉

郵
政

明
る
い
く
ら
し
の

省
で
は

設
計
に
簡
易
保
険

1
月
か

ら
3
月
ま
で
「
明
る
い
く
ら
し
の
設
計

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
」
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

最
近
の
国
民
生
活
に
お
い
て
は
、
交

通
事
故
を
は
じ
め
、
各
種
災
害
の
多
発

国民年金の受給者は、毎年1回
「国民年金受給権者現況届」を提

出することになっています。

との現況届は、受給者が引続き

年金を受ける権利があるか、どう

かを確認するために行なわれる重

要なものですo現況届の提出期間

と提出先は次のとおり。

b老齢年金、通算老齢年金=2
月15日まで東京都社会保険庁業
務課 b障害年金、母子(準母

子)年金、遺児年金、寡婦年金

=3月末まで市役所
なお現況届に必要な診断書など

の添付書類がありまずから、市民

課へお間合わせください。

現況届の提出を
第
三
二
五
号

編
集
発
行
人

浜

田

茂

ま
た
、
核
家
族
他
の
進
行
、
子
ど
も
の

教
育
や
老
後
の
保
障
な
ど
に
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
保
障
の
あ
る
く
ら

し
づ
く
り
に
簡
易
保
険
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。マ
ニ
ュ
l
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
リ
万
一

の
場
合
の
保
障
が
厚
い
青
壮
年
む
き

マ
学
資
保
険
H
高
校
、
大
学
入
学
時

ま
で
の
資
金
が
保
障
さ
れ
る
お
子
さ

ん
む
き
マ
長
生
き
の
保
険
H
加
入

後
十
年
目
、
二
十
年
目
に
保
険
金
の

前
払
い
が
あ
る
高
年
齢
む
き
マ

養
老
保
険
H
家
族
生
活
保
障
や
老
後

の
生
活
資
金
に
役
立
つ
一
般
む
き

マ
終
身
保
険
H
安
い
掛
金
で
大
き
な

保
険
が
得
ら
れ
、
残
さ
れ
た
家
族
の

生
活
に
役
立
つ
一
般
む
き

日
目
年
度
に

お
い
て
、
市

が
発
注
す
る

土
木
、
建
築
工
事
お
よ
び
原
材
料
の
買

入
れ
な
ど
に
参
加
す
る
人
は
、
資
格
審

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

「
資
格
審
査
申
請
書
」
を

2
月
お
日
(

水
)
ま
で
市
役
所
総
務
課
ヘ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
提
出

毎
協犯 月
力 罪 10
くの日
だな は
さい防
いま 犯
。ちの
づ 日
くで
りす

ご

2
月
の
不
燃
物
収
集
は

金
物
類
で
す
。

印
刷
所

魚
津
田
刷
株
式
会
社


